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わ
が
国
で
は
「
山
」
は
崇
高
な
存

在
で
あ
り
、
背
か
ら
信
仰
の
対
象
に

も
な
っ
て
き
ま
し
た
。
朝
日
連
峰
、

月
山
・
葉
山
、
奥
羽
山
脈
に
囲
ま
れ

た
山
形
県
の
内
陸
部
生
ま
れ
の
私
は
、

山
を
遠
く
か
ら
眺
め
る
だ
け
で
も
心

の
安
ら
ぎ
を
覚
え
ま
す
。

阿
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
わ
が

国
は
、
国
土
の
約
七
割
が
森
林
（
山
）

１ｍ輯鑿;!､蟇
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喝

知森漁さ忠れ栄すで
らを業れまる義｡あ
れ大者てれこ分より
て切がい､とやく､
いに、ま｜÷Ｉに土知山
まし海す砂よ砂らと
すてに。肯りがれ森
・い注牡松豊１１’ての
まるぐ蠣のかかい国
たこ川を農ならるで
、との養観海海よも
川も上殖が産にうあ
によ流す維物運にり
ﾀﾞ〈のる侍にば、ま

市
立
大
町
山
岳
博
物
館
館
長

鈴
木
啓
助

大町山岳博物館にて孵化し、２週齢となるライチョウの雛（７．２８現在）

さ存と大重なのでにしるえ砂こと観る砂りム
ら在脊量要どみす降て水「M」をれもがとの、が
にが梁のなのな。つ雲はな山ら自危、供山で
は不１１１雪役水ら飲たを、くかのＩﾘ１機’'１絵かき
、可脈も割資ず用雪･作海運ら栄なに砂がらる
鮭欠の、を源農水やりか搬海護こ瀬ｉＬｆ少海こ
がでｌ１ｌｉｉＨ采と業と雨山らしへ分とす松なへと
生す者本たし用しがの蒸続とやでるの<のに
ま。の海すて水てり$(上発け絶｜をすこ峨な上よ

○

れ
た
川
に
遡
上
し
て
産
卵
後
に
息
絶

え
る
こ
と
も
、
海
か
ら
山
や
森
の
生

き
物
へ
貫
販
な
栄
養
分
を
逆
ん
で
い

る
と
も
言
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

山
と
海
は
き
わ
め
て
深
い
つ
な
が
り

が
あ
り
ま
す
。
一
几
几
六
年
に
施
行

さ
れ
た
「
海
の
ｕ
」
に
続
き
、
二
○

’
四
年
に
始
ま
っ
た
「
信
州
山
の
日
」
、

そ
し
て
二
○
一
六
年
に
は
国
民
の
祝

日
「
山
の
日
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

「
山
の
Ⅱ
」
は
「
海
の
Ⅱ
」
か
ら
二

十
年
後
の
施
行
で
し
た
が
、
輿
の
そ

れ
ぞ
れ
の
日
に
、
山
と
海
の
恵
み
に

感
謝
し
な
が
ら
Ｈ
然
潔
境
を
几
つ
め

血
し
、
そ
の
業
附
ら
し
い
自
然
を
如

何
に
次
代
に
引
き
継
い
で
い
く
か
を

衿
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ラ
イ
チ
ョ
ウ
や
尚
山
チ
ョ
ウ
、
叫

憐
な
高
山
植
物
な
ど
の
山
の
生
態
系

は
大
変
貨
価
で
氷
期
か
ら
の
生
き
残

り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
生

態
系
は
地
球
規
模
で
の
環
境
変
動
に

対
し
て
極
め
て
敏
感
で
す
。
山
に
成

立
し
て
い
る
生
態
系
は
低
温
や
強
風

な
ど
の
厳
し
い
環
境
下
で
成
立
し
て

い
る
こ
と
や
、
気
温
が
尚
度
と
と
も

に
減
少
す
る
た
め
、
気
候
変
動
の
影

響
が
よ
り
狭
い
空
間
で
発
現
す
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
気
温
の
水

平
的
な
変
化
に
対
し
て
、
高
度
方
向

の
変
化
が
約
八
○
○
倍
も
急
激
な
の

で
す
。
植
物
の
分
布
は
大
局
的
に
は

気
温
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

白日

しあ消卜やく登人の
よるすし森のりが多
うかるスにも森、い
゜ら力をは、をｌｌｌＢＡ
でが解ス’１１歩に代

ゆ
っ
く
り
し
た
水
平
的
な
植
生
の
変

化
に
気
づ
く
の
は
難
し
い
で
す
が
、

河
度
と
と
も
に
急
激
に
気
温
が
変
化

す
る
山
岳
域
で
は
、
地
球
規
模
で
の

気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る
植
生
の
変

化
は
敏
感
で
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

山
や
森
は
お
い
し
い
水
を
酒
菱
す

る
の
み
な
ら
ず
、
植
物
の
光
合
成
に

よ
り
．
鹸
化
炭
素
を
間
定
し
、
峻
索

を
放
出
す
る
役
割
を
果
た
し
、
森
の

枝
や
葉
に
は
大
気
中
を
浮
遊
す
る
塵

や
喚
を
効
率
的
に
除
去
す
る
働
き
が

あ
り
ま
す
。
山
や
森
は
清
浄
で
新
鮮

な
空
気
の
供
給
に
も
貢
献
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
季
節
を
皿
じ
て
様
々

な
食
材
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
の
健
康
墹
進

効
果
に
も
優
れ
て
お
り
、
山
の
恵
み

は
実
に
多
種
多
様
で
す
。
ス
ト
レ
ス

、「
山のニュースは

信濃毎日新聞
Ｉｉやいよみよい

信櫻毎日新聞ご購読のお申込は函０１２０－８１－４３４１まで
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五
月
三
十
日
嗣
～
六
月
一
ｕ
㈹
に
、
蓼
科
山

を
競
技
コ
ー
ス
、
大
滝
キ
ャ
ン
プ
場
を
瀞
営
地

と
し
て
開
催
さ
れ
、
天
気
に
恵
ま
れ
た
初
日
は

テ
ン
ト
設
営
審
査
、
天
気
図
・
各
種
知
識
審
査
、

生
活
技
術
辮
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
日
目
の

競
技
は
蓼
科
山
を
右
回
り
に
回
る
コ
ー
ス
を
歩

き
ま
し
た
が
、
心
配
さ
れ
た
蓼
科
山
か
ら
の
下

り
の
残
雪
は
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
競
技
は
安
全
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
天
気
は
朝
の
蛙
り
空
か
ら
午

後
に
は
雨
と
な
り
、
早
出
の
選
手
た
ち
は
大
丈

夫
で
し
た
が
、
遅
出
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
隊
が
び

し
ょ
濡
れ
に
な
っ
て
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
三
Ｒ

目
は
天
気
も
回
復
し
、
閉
会
式
が
無
事
行
わ
れ

県
総
体

第
佃
圃
登
山
大
会
報
告

ま
し
た
Ｃ

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
男
子

一
位
松
本
県
ヶ
丘
高
校

二
位
大
町
展
陽
岡
校

三
位
屋
代
高
校

・
女
子

一
位
松
本
県
ヶ
丘
高
校

二
位
飯
山
聞
校

三
位
大
町
后
陽
高
校

大
滝
キ
ャ
ン
プ
場
は
高
齢
な
が
ら
達
者
な
お

二
人
の
方
が
符
剛
し
て
お
り
、
下
見
か
ら
大
会

ま
で
、
親
切
に
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

木
立
の
中
の
静
か
な
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
と
い
い
、

近
く
に
温
泉
施
設
が
あ
る
好
適
地
と
い
い
、
ま

た
利
川
し
た
く
な
る
場
所
で
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
御
礼
巾
し
上
げ
ま
す
。

県
大
会
二
位
・
三
位
校
が
川
場
し
た
北
信
越

大
会
は
、
六
月
十
四
口
㈲
～
十
六
日
Ⅲ
に
新
潟

雌
湯
沢
川
二
国
山
・
平
標
山
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
初
日
の
段
階
で
二
日
目
の
悪
天
候
が
予
想

さ
れ
た
の
で
、
当
初
の
競
技
コ
ー
ス
を
全
く
使

わ
な
い
別
コ
ー
ス
へ
愛
更
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
的
確
な
判
断
で
、
翌
日
は
雨
と
強
風
で
、

当
初
の
コ
ー
ス
で
は
危
険
で
し
た
。
こ
の
山
域

は
平
成
ニ
ト
四
年
度
新
潟
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
使

わ
れ
た
場
所
で
、
運
営
側
が
コ
ー
ス
を
熟
知
し

「刃 北
信
越
総
体

第
釧
回
登
山
大
会
報
告

！■■■－－

戯」

錘■懸
一ｕｉｊ、

て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
対
応
が
Ⅲ
能

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
｜
方
、
山
域
内
に
あ
る

山
小
屋
の
経
営
者
が
イ
ン
ク
１
ハ
ィ
で
使
わ
れ

た
こ
と
を
よ
く
思
っ
て
お
ら
ず
、
今
回
の
開
催

で
も
難
し
い
関
係
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

一
般
職
山
道
を
使
っ
て
競
技
を
す
る
た
め
に
は
、

開
催
場
所
の
関
係
者
の
理
解
を
し
っ
か
り
と
得

る
こ
と
の
亜
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

北
信
越
大
会
は
五
県
の
交
流
が
一
番
の
Ⅱ
的

で
す
が
、
同
校
生
ど
う
し
、
顧
問
ど
う
し
の
交

流
が
し
っ
か
り
と
図
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
優

秀
佼
を
男
女
三
校
ず
つ
選
出
し
ま
す
が
、
今
回

は
長
野
県
か
ら
は
選
ば
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
次

年
度
は
長
野
県
開
催
。
県
勢
の
活
躍
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

理
事
福
島
伸
一

Ｐ￣

：

驫 蕊！
■

宅追■

》

http://www.､majorgがリニューアルされました。

協会員の投稿を募集しています。

楽しい登山の写真とコメント、登山に関わる□－カル'情報等々の投稿で、充実し

たホームページを創り上げて行きたいと考えます。投稿方法はメールでお問い合

わせください。なお、ホームページの全体構成を考慮したうえで掲載を決めます

のでご了承ください。

･長璽予県

J-i驫憾客
ＮＡＧＡｊｌＯＬｌＯＵＮＴＡＩＪｌＥＥＲＵＮＧ

ＡＳＳＯＳＩＡＴＩＤＮ」ムＰＡＪｌ

男公式

/□【
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’
二
諾
の
巾
し
込
み
が
あ
り
ま

し
た
が
、
急
な
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ

り
、
最
終
的
に
は
十
名
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
は
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
経
験
肴
が
い
つ
に

な
く
多
く
、
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ト

を
一
稀
多
く
登
っ
た
子
は
、
な
ん

と
Ｉ
上
本
。
ｆ
ど
も
た
ち
は
、
本

第
１
回
登
山
教
室
「
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
」
６
月
１
日
田

小
学
生
８
名
、
中
学
生
２
名
参
加

今
年
度
計
画
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
登

山
教
室
は
全
部
で
三
回
。
一
回
目

の
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教

室
」
と
、
二
Ｍ
目
の
「
湯
俣
」
の

様
子
を
報
告
し
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
登
山
教
寧

謬
廼
鰯

、

）一 ジ
ュ
ニ
ア
委
員
会例
年
十
月
に
行
っ
て
い
た
高
瀬

渓
谷
の
陽
俣
で
す
が
、
今
年
度
は

夏
休
み
中
の
平
Ⅱ
に
行
き
ま
し
た
。

悔
雨
明
け
す
ぐ
と
い
う
こ
と
で

第
２
回
登
山
教
室

湯
俣

小
学
生
川
名
参
加

当
に
疲
れ
を
知
ら
な
い
の
で
す
ね
⑥

ス
タ
ッ
フ
六
名
は
全
員
ジ
ュ
ニ

ア
委
員
の
皆
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち

の
感
想
に
、
ビ
レ
イ
の
人
が
「
こ

こ
を
持
っ
た
ら
い
い
よ
」
と
教
え

て
く
れ
た
の
で
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
と
醤
い
て
あ
り
ま
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

楽
し
い
教
篭
に
な
り
ま
し
た
。

報
告

= 傘
木

Bと
、

奇 Ｐ閂■へ

ｍ
高
瀬
一
渓
谷

７
月
別
日
㈹

菫
目

Ｌ
ｕ

水
鐵
が
多
く
、
予
定
し
て
い
た
噴

陽
庇
近
く
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
。
で

も
、
温
泉
の
硫
遊
の
に
お
い
や
高

瀬
渓
谷
で
の
水
遊
び
、
ス
リ
ル
の

あ
る
吊
橋
、
ヘ
ビ
や
ト
カ
ゲ
と
い

っ
た
動
物
や
珍
し
い
植
物
が
子
ど

も
た
ち
を
い
っ
ぱ
い
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
立
ち
寄
っ
て
い
る
晴
嵐

藤
で
す
が
、
近
く
の
吊
橋
が
現
住

崩
壊
し
て
い
る
た
め
に
、
対
岸
に

渡
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
崎
嵐

職
の
か
が
子
ど
も
た
ち
の
と
こ
ろ

ま
で
ジ
ュ
ー
ス
を
川
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
鼎
く
品
橋
が
元

通
り
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

湯
俣
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

魅
力
の
あ
る
場
所
だ
な
と
、
あ
ら

た
め
て
感
じ
た
奥
の
一
川
で
し
た
。

～

＝で－－￣
ロシ－－－－－幻

一一一一一一□￣￣￣￣－－ご●￣￣

http:/l/wwwnishiitoVa・com／E-mailinfb＠nishijtova､com工

長野

ＴＥＬ

ｒＡＸ

県松本「Ｉｉ上高地

０２６３－９５－２２０６

０２６３－９５－２２０８

〒3９０１５１６

冬期事務所（11)j中イリ～４ノj''１句）

〒390-0303隆野県松本llti浅間Ⅲi{泉３－２６－１０

ＴＥＬ＆ＦＡＸＯ２６３－４６－１３５８



｜
幸
諏
訪
支
部

ユ腱八歳か一ら七十五歳まで
西
天
狗
岳

岳山
七
月
二
十
一
川
に
諏
訪
支
部
の

夏
山
登
山
教
室
を
天
狗
岳
で
実
施

し
ま
し
た
。
昨
年
一
昨
年
は
「
登

山
体
力
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
」
を
行

い
、
登
山
体
力
を
知
っ
て
も
ら
う

試
み
で
し
た
が
、
今
年
は
鷲
り
な

が
ら
読
図
。
疲
れ
な
い
歩
き
方
。

岩
場
通
過
の
コ
ツ
、
高
川
植
物
、

野
鳥
の
説
明
な
ど
を
行
う
従
来
の

ス
タ
イ
ル
と
し
ま
し
た
。
下
は
八

歳
の
小
学
化
か
ら
上
は
七
卜
五
歳

の
方
ま
で
、
参
加
者
ス
タ
ッ
フ
合

(４ズルh234

■■皿■台ﾛⅡ■■■■

2019（令和元)イド９）jl311発行鱸

顎

ff嬢(i，驍繍一可畑－

．塚し 騨
一
橇

|銀

illlWli欝Ｉ
印３匹

i嬢鑪墜麺艤会
価

■Ｕﾛﾕﾛﾋﾞﾙ

でしンひ下声雲に昼'|」難大見〈多め行しれがで尾暑よが当今と過わ
す色た卜ざり帰もの登過学所きえ」ヒかでついば、、根今いう、日年にぎせ
が々こもをまり上介頂ぎ化でなてアつすた蹟途比途Ｉ回中な幸まは分にて
、なとあ岩しはがｌＭＩ１にもす岩いルた・こ色に|］鮫中西はを感いで梅か唐総
時講はりにた、つかは頑ががまプで当とがの的、天、進じ鐘お雨れ沢勢
lMj習あまぷ゜同てら東予帳、ゴしスすＬ１の兇展静小狗唐みでり天がて鉱二
がもりしつ最コい見天定つ参ロた、がはなら望か屋岳沢ま、時気な登泉十
なしまたけ後Ｉまえ狗匝て川ゴ｡御、あいれ台ではの鉱しち々がかりを八
<たせがプこにスしる岳り議しロ山撤そい方まか、あ往泉たよ薄心な始｜|｜名
、かん、アちをた赤やi回りたし頂｜|｜れににすら晴り復１．つ’１配かめ発で
説つで幸クよ慎・偏硫天ま小て直なでくはの索れま．天ともで明ま。朝
|ﾘＩたしいシつ重に黄狗し半い-Ｆども雲おでＩ１ｉ１ｊてせ１狗蒸さしけし班七
しのた大デとに歓岳鴨た生るはが速が勧、らいんス西しすたずたご時

｡ 、 、０， ０

Ｆ、

虫
倉
山
登
山
と
講
演
会

七
月
七
日
、
今
年
の
夏
山
登
山

教
室
の
先
陣
を
切
っ
て
、
東
北
傭

支
部
花
管
の
教
室
が
虫
倉
山
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

梅
雨
の
真
っ
只
中
、
心
配
さ
れ

た
雨
も
一
吋
降
り
ま
し
た
が
、
参

加
者
の
熱
恵
で
小
降
り
と
な
り
、

午
前
中
の
美
枝
山
行
は
無
事
終
了
。

午
後
は
会
場
を
〃
や
き
も
ち

韮
東
北
億
支
部

き
れ
な
い
而
も
あ
り
ま
し
た
。
来

年
に
向
け
て
ま
た
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い

山
登
り
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

（
講
師
佐
伯
和
人
）

世界中の山々でご活躍の長野県のみなさまへ
神々の国ネパールはいかがですか

PF-

ごあいさつ

弊社は創立以来、登山隊、調査隊、撮影隊などへのサポートやトレッキング、各種観光旅行の手配

に、多くの方々のご支持をいただいてきました。今後ともお客様にご満足頂けますよう努めて参りま

すので、何卒よろしくお1頭い申し上げます。遠征隊、登山隊につきましては大澤二三子と奥田仁一が

担当させて頂きます。日本語でお気軽にお問い合わせください。

登山隊取扱い実績

゜メジャーエクスペディション（ネパール政府許可峰と中国への登山隊）369隊（2018年末現在）
･ライトエクスペディション（ネパール山岳協会許可峰）430隊（2018年末現在）

CosmoTrel《株式会社
Ｃｏｓｍｏｌｎ辻emationaIToⅢｓ株式会社

本社LazimpatKathmanduTel:977-1-4416226,4411437

支店Lazimpatアンパサダーホテル内Tel:977-1-4005169,4005170，4429922

本店支店共有Fax:977-1-4415275e-mail:fumi＠ｍ○s､com・ｎｐ（邦文）
ＵＲＬ:http:〃www・cosmo-nepalcomPOBOX2541LazimpatKathmanduNepal
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盛
況
だ
っ
た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室

内
容
坤
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
教
窄

Ｈ
時
》
七
月
二
卜
一
Ⅲ
伽

八
時
～
卜
三
時

会
場
脾
宮
田
付
森
と
水
の
体
験

広
場
人
Ⅲ
壁

参
加
音
苧
ハ
名

（
高
校
化
も
三
街
参
加
）

ス
タ
ッ
フ
血
七
葛

今
年
は
内
容
を
変
え
、
久
し
ぶ

り
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
教
室
を

実
施
し
ま
し
た
。
前
回
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
教
室
を
や
っ
た
の
は
い
つ
？

と
聞
い
て
も
よ
く
分
か
ら
ず
、
と

家
”
に
移
し
、
瞳
野
県
幣
航
窄
隊

の
川
瀬
班
長
、
長
野
県
山
岳
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
中
嶋
氏
（
巾
条
山
岳
会

会
員
）
を
講
師
に
「
山
岳
遭
難
の

現
状
と
傾
向
」
「
夏
山
の
楽
し
み

方
」
の
篭
演
を
聴
き
、
充
実
し
た

教
室
に
な
り
ま
し
た
。

（
支
部
長
松
下
徳
孝
）

二】
韮
伊
那
支
部。
。
》
銚
愛
一
巍
鍛
甥
蕾
。
》
。
←
△
）

１
１
奇
１
１
１
１
１

Ｐ
●

▲
■

。
Fi1

ｺﾞ礪霞亨雰蕾；
Ⅱ

－U

bBO

吟弩PＣ

気■

れと何だそ登でなき的イつた券明りをン,n体とに

終旦樫満怡芋蟄ｶﾐｫ疑う'ｉｔ・豊犠霧蔚望砦ｕＦ↑
２杯もこい中戸す粘、戦グトての渡く。の伝あ船た久

窪灘｛三1騨鹸撚謹ｒｉｉ
まし人をとうくってん°さプハをでをＩくりはiiji行な
たた、登１１１１，V「だた終だハ(1んでＩ’５，交氏ガボで躯と
や。そりぶしさも「Ｉ，張、のネね楽えののルの、い
つれた人ていの点すが意クスましたわ）,ｆグ花準う
てぞい、〈民のまる起欲ラをしい説か水リ怠備こ

■■

ノ

み
た
い
と
い
う
声

も
多
く
い
た
だ
き
、

真
剣
か
つ
和
気
潟

々
の
楽
し
い
体
験

教
室
に
な
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

（
支
部
長

松
本
孝
幸
）

印引用

にいン付仁｜・イ御昨の八
、っグの名ノ〈ミさ牢人ノｊ巾ス

:ｉｌ１ｊｉＺ健塞負；：屡編蔓多
|謀AT聖夫藥曇／鑿芙溌冤

潔i珪鞠i⑱
のち、うた計」二子えし公教
説を元イ｡こどクてたMil宅
１Ｗ前気ミ受｜‐もう親。|ノリを

幸
一
中
信
支
部

我うしなし意ツしとでス保安<グラでに
のとてこてをフ、。あポさ会行はイす、
恐人しと勝雌のスしる｜れがえ１１ミミ･ま
れ1怪まを乎視注夕かこツた確ばしンクザ

ｍ
Ｊ
－
ｌ
Ｂ
字
｝
■
勺
枳
Ⅱ
０
１
日
Ⅱ
■

》珊灘

隔

鴬
『

口
４
岨 、
．
Ｆ
赤

i愉快な山I蝋に圀鴎乏駿ず
ﾂｱ■ｶﾀﾛｸﾞをご請求ください

～目

｢世界の山旅｣各種カタログご希望の

方は下記ホームページよりご請求く

ださい｡無料でお送りします。

蕊｜ｱﾙﾊﾟｲﾝﾂｱｰ｜繊蔚、

頤wwMalI0ine園tOu鯛Ⅲ
お賊しください』

お問い合わせ・お申し込み

東京／〒1053004束京都港区新橘3-2-5(第５東洋海班ビル4階)盃０３(3503)191Ｔ
大坂,.〒550J0003大阪市西区京町堀1斗-3(TCF肥後橋ビル2階)盃06(6444)3033
名古屋／〒zl5MOO2名古屋市中村区名駅3-23-2(第３千福ビル3階)趣052(581)3211
福間／〒810CO73福岡市中央区舞鯛1-28（セントラルピル5階)冠092(715)1557

蝋合飾1ﾃ翼溺1噸杵理柵、田広明(東京)･大扮凝広(大阪)･中川元宏(名古畷)`遡部秀榔(福岡）

【旅行企画･実施】
観光庁長官登録旅行業第490号(第１種）

砿Jliiiiiii罐:riii蓑fh;i;iiii菱jlli`iiliiii;ji鰯 ｢認識Ｕ２ﾜﾂｱｰ･恵顧ﾘｰｺｰﾘ【,0120.9382481嘘･専用うり-ﾛｰﾙ0120.93B2gOl
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も
あ
る
こ
と
な
ど
を
真
剣
に
伝
え

ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
に
挑
戦
で
す
。
設
定
し
た
九
ル

ー
ト
を
、
そ
れ
ぞ
れ
粒
極
的
に
登

っ
て
い
き
ま
す
。
元
気
い
っ
ぱ
い

な
子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
奮
闘
し
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
応
援
や
ア

ド
バ
イ
ス
、
そ
し
て
登
り
方
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
参

考
に
し
て
、
は
じ
め
は
怖
が
っ
て

上
ま
で
登
れ
な
か
っ
た
子
も
、
終

わ
る
こ
ろ
に
は
「
登
っ
た
よ
シ
ー

ル
」
を
た
く
さ
ん
貼
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
い
ち
ば
ん
多
い
人
は

な
ん
と
十
八
個
Ⅱ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
は
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
極
Ⅲ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
で
興
味
を
持
っ

た
子
の
中
か
ら
未
来
の
オ
リ
ン
ピ

ア
ン
が
生
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

（
支
部
長
市
川
謙
）

中
億
文
部
長
の
布
川
謙
さ
ん
は

八
月
十
七
日
、
前
穂
高
岳
来
壁
で

逝
去
ざ
机
ま
し
た
。

こ
の
原
稿
が
鏡
後
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
に
感
謝

し
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

腫鼈ガザｉｌ権Ｘｋ菜既雷さ事洲：淀Wl災響壼亙伊
罵禦耒謹蕎票続焼てて糯臘1畠誓jii三葉r耒墨璽

懸蕊灘蝋鱗t賎:鰯鰯繊
智縦醗壼麟未雲“Iii獣需測臂塞薑ｌｉｉ
な来、はい岳五をで〈曽往た’１’がのおに｜｣｣でれＩニいる月
いで'１］こてよ○通い、に来時心酷｡場陰`権来息てだたう二
．き火こ中り○つた必はを代街道｡にで兵な人が。￣日
るアが央は〆てら要水しはのではと術かや、伊のに

、

僻
國
富
鰯
：
…
！
：

権
兵
衛
峠
瞳
伊
那
と
木

曽
が
交
流
し
た
米
の
道

9Ｐ￣

「
尚
、
断
っ
て
お
き
ま
す
が
、

二
○
一
九
年
現
在
こ
の
道
は
台
風

の
影
響
で
崩
れ
た
個
所
が
あ
り
、

伊
那
市
観
光
協
会
な
ど
で
は
通
行

を
制
限
し
て
い
ま
す
。
下
見
を
し

た
上
で
、
自
身
の
判
断
で
通
り
ま

し
た
。
」

そ
こ
で
今
回
は
、
米
の
道
と
呼

ん
で
い
る
昔
の
峠
道
を
歩
い
て
み

た
。
今
は
権
兵
衛
峠
を
通
っ
て
も

車
で
通
過
す
る
だ
け
だ
と
思
う

が
、
こ
の
道
は
昔
か
ら
の
伊
那
と

木
曽
の
交
流
の
道
だ
。
参
加
者
は

＋
川
名
で
、
伊
那
市
の
平
沢
地
区

か
ら
峠
の
北
沢
の
方
向
へ
収
で
緩

や
か
に
登
り
進
む
と
「
こ
の
先
通

行
止
め
」
の
表
示
が
あ
り
、
歩
く

準
備
を
し
た
。
伊
那
市
街
か
ら
も

緩
や
か
な
登
り
が
続
い
て
お
り
、

焔
に
荷
物
を
持
た
せ
て
歩
く
の
に

苦
労
は
な
さ
そ
う
だ
。

兄
ｋ
げ
れ
ば
ト
ン
ネ
ル
ヘ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
が
す
ぐ
し
に
あ
り
、

脇
の
水
溜
ま
り
に
は
お
玉
じ
ゃ
く

し
が
う
じ
ゃ
う
じ
ゃ
い
た
。
参
加

者
に
こ
の
道
の
由
来
を
説
明
し
、

出
発
。
新
し
い
道
路
を
見
卜
げ
な

が
ら
昔
の
道
を
歩
い
た
。
途
中
に

は
茶
屋
の
跡
が
あ
り
、
昭
和
三
十

年
頃
ま
で
や
っ
て
い
た
と
説
明
の 篝

繍力ﾓﾖｶｽﾎﾟｰﾂ
山の店｡松本店松本ICから約61ｍ

Ｆ工
１１tｈ

力'もﾌｪｽ
至

上祷観鬮鬮磐總鱸議丑
一■－９２ｓ(±） コンビニ書 松本大学⑪

ｌ
Ⅱ
－ 村駅|"…‘’１，

プリマ眠っている

山道具達集まれ！

URURIln2I1UH1l

至松本駅一

出店者

長
野
自
動
車
道

２５ｋｒｒ
三神社

より1つ目
の信号

盛りだくさんなイベントを企画中１

掘り出し物を探しにぎてね同

701もフェズフリーマケット

松本店広場１０:30～１５:００

IEf旱REi蒜！
Ｉ

大募集！ Ⅳ

④
山の店ﾛ松本店ＴＥＬＯ２６３
３ｇＯ－１２４２長野県松本市和田

ＥＮ１０:３０CLOSE20:００(月～金)/１

の店□
１０＝１２

● 〕－４８－２４２４

１４４７８－１

１９:００(土･日･祝）

至アイシティ

(山形村）本市矛４２ ﾛ田~「

M２ kamoshika・cojp
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八
月
四
Ｒ
に
諏
訪
支
那
卜
三
借

で
、
「
ニ
ッ
川
」
に
登
り
ま
し
た
。

ニ
ッ
山
は
、
下
諏
訪
町
、
岡
谷
市
、

松
本
市
の
境
に
位
置
す
る
標
高
一

八
二
七
ｍ
の
低
山
で
す
。

鉢
伏
山
’
二
シ
山
’
三
峰
山
Ｉ

美
ヶ
原
に
つ
な
が
る
コ
ー
ス
は
、

松
本
市
が
「
美
ヶ
原
ロ
ン
グ
ト
レ

イ
ル
」
と
し
て
整
備
し
て
い
る
た

め
、
興
味
あ
る
方
は
通
っ
た
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回

園
勵
寓
翻

ニ
ツ
山

立
て
札
に
あ
っ
た
。
三
時
間
標
歩

い
て
峠
に
到
着
。
伊
那
市
街
地
や

南
ア
ル
プ
ス
が
良
く
見
え
た
。
木

曽
方
向
は
谷
が
続
い
て
い
る
。
周

り
に
は
わ
ら
び
が
沢
山
あ
っ
た
。

実
は
こ
こ
は
前
の
酷
道
が
残
っ

て
い
て
、
今
も
車
で
来
ら
れ
る
。

朝
の
内
に
伊
那
巾
の
名
物
の
「
か

ん
て
ん
パ
パ
」
の
寒
天
ゼ
リ
ー
を

作
っ
て
運
ん
で
お
い
た
の
で
、

「
亀
ま
ん
」
の
饅
頭
と
一
緒
に
食

べ
て
、
憐
で
交
流
を
し
た
。
こ
の

企
画
で
は
、
地
域
の
名
物
を
食
べ

る
こ
と
も
一
つ
の
交
流
に
な
っ
た
。

帰
り
は
櫃
力
会
社
の
送
電
線
の

鉄
塔
の
管
理
道
を
通
っ
て
南
沢
へ

下
っ
た
。

（
伊
那
山
の
会
佐
野
隆
司
）

は
そ
ん
な
山
を
下
諏
訪
側
か
ら
寄

り
ま
し
た
。

Ｒ
一
四
二
の
桶
橋
登
山
口
か
ら

林
道
終
点
へ
行
き
、
そ
こ
か
ら
登

り
始
め
ま
す
。
途
中
ま
で
は
鳥
居

な
ど
も
あ
り
道
も
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
最
後
は
笹
や
ぶ
に
な
り

ま
す
。
道
も
わ
か
り
づ
ら
く
な
っ

て
お
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。
登

り
三
時
間
ぐ
ら
い
で
し
た
。

樅
や
ぶ
を
越
え
て
、
山
頂
に
到

薪
す
る
と
、
前
述
の
辿
り
「
美
ヶ

原
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」
で
、
蚕
山

道
も
終
附
し
て
あ
り
、
こ
ち
ら
は

快
適
に
縦
走
で
き
そ
う
で
す
が
、

今
Ⅲ
の
と
こ
ろ
は
来
た
道
を
戻
り

ま
し
た
。

静
か
で
眺
め
も
良
く
、
お
す
す

め
の
山
で
す
。
皆
さ
ん
も
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

（
山
幸
グ
ル
ッ
ペ
佐
伯
和
人
）

戸勺

果披索'ﾉﾘで三ド占の境女<のにロ【|事野組京たがつ|玉Iがルセた選
、＃藍'1iザ裸も位し゜,葡蕃ｊ蓬Ｍ思様終体に本･座・桃た内出１－ン小会六
本しら題ポにて長一しのⅡわ子わ経棲釿三仁総みカト場を夕谷。月
年たし全ル人きい．い選にれがり験み見位・合、テツしお，村本，－
度。いてダリた’１ＩｊンＬＩ。老はる鏡、幾分の、小成男ゴプ熱借一､の年大
長各パをリ意［i」Ｍビ,|鴫が二.え少かけ少,zL1林続子リ級戦りち白は日
野種フーン地石’’が諒行十たしなが年.位大のの，のをしや馬会、
県別オ'陰グを利と￣・わ’几ＩこずＬ'１行ダリは緒一選Ｍグ繰、ん乗場国
代成’完で示枝成、川れ人とつ鴫わ子古の位考，しり四め鞍に体
表績マ登ｉｉｉしが女二''1(；たがは’｣【渉れ組灘成、がは，広卜ろ高新長
選でンと’'鳩た卒を位すが参好代はたと憲年二行九ドげ三ウ原装野
手のスい諒・くりをず、ﾉﾘⅡま交Ｊｆｏ、章男位わ選でた選オ交な県
は結をうが’'１も’独菜逃しし代位本見。子がれ手競・手，流つ予

、 、

茨
城
国
体
に
向
け
て

成
男
里
泉
屋
仁
。
小
林
大
祐
、
成

女
》
早
石
利
枝
。
小
宮
山
弘
子
、

少
男
坤
古
澤
憲
章
・
野
本
拓
見
、

少
女
姉
中
嶋
諒
・
川
鴫
す
ず
菜
に

決
定
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
大
会
で
も
、
競
技
経
験

の
浅
い
参
加
者
を
対
象
と
し
て
カ

テ
ゴ
リ
ー
Ｍ
Ⅲ
を
設
け
、
本
人
申

告
に
よ
る
十
名
が
参
加
し
、
リ
ー

ド
競
技
を
ト
ッ
プ
ロ
ー
プ
方
式
と

し
て
実
施
し
た
。
競
技
人
口
の
裾

野
を
広
げ
る
の
に
少
し
で
も
役
立

て
ば
と
思
っ
て
い
る
。

県
外
か
ら
の
参
加
者
が
四
名
と

少
な
く
、
ま
た
、
日
本
代
表
ク
ラ

ス
の
参
加
者
も
い
な
か
っ
た
。
全

ｕ
本
級
の
セ
ッ
タ
ー
が
セ
ッ
ト
し

た
コ
ー
ス
が
勿
体
な
い
よ
う
に
感

じ
た
が
、
事
前
に
セ
ッ
タ
ー
名
を

公
表
す
る
と
申
込
者
が
殺
到
す
る

恐
れ
が
あ
る
。
｜
川
で
リ
ー
ド
と

ポ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
両
極
Ⅱ
を
こ
な

す
に
は
、
参
加
者
が
五
十
名
を
超

え
る
と
先
ず
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

そ
ん
な
意
味
で
も
規
模
的
に
適
当

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

七
月
二
十
七
・
二
十
八
日
、
北

信
越
個
体
が
石
川
県
金
沢
市
の
い

し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
ポ
ル
グ
リ
ン
グ
競
技
を
実
施
、

Ｘ
認．

国
体
委
員
長に|］［'jil栗ツ決二でめ［｜少戦｜たな下井成一う表い様たりた近災テ野

１１ル体FIIプめ枠もたの女にド･Ｗｉヨ位が女、こ，忰昨ちｒだ、がに施ン々
監開湖及たの三長ポははと少年か屑は少とは年でを、そ…伴しの「１丁
,|雪i阯催有び゜’'１位野ル予今も男のらる昨男と通とあ見施れ会うての１１丁
ののがユ新にと県ダ恕一にも再のた年とな常はつる設な場不開いの
作編おｌ潟入路がり通歩三ポ来太め水少つに違たにのり内安催ちゴ
戦井りスにりんニンリ届位ルに逆苦国女た戻い゜は関には定さで１
通の、Ａは、張ログ大かにダは転戦Izli（は。り、ど`係快エなれリル
リ参まⅡワ本り１号Ｉで激な終リなとし開二枠、北ち上適ア天た｜ド
、戦た水｜戦、の一戦かわンらい、催ではＩｉ信ら、で．候・ドジ
ポの昨代ルトl｝何リ位でつりグなう初県あ成県越も鏡あンで台競ム
ル中年表ド場とＩを、た、、かよ日のつ女でのい技つがあ風技ヴ
ダ、本の力をかド納初・本リつう殻福たが争代まのたあつ接をイ

Ｄ Ｃ

松
田

大
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リ
ン
グ
で
一
位
と
な
っ
た
こ
と
が
更
に
な
っ
た
。
従
っ
て
一
位
の
者
ク
も
い
よ
い
よ
来
年
に
迫
っ
た
。

大
き
く
も
の
を
言
っ
た
。
特
に
中
が
絶
対
的
に
有
利
に
な
る
。
そ
ん
ま
た
、
本
以
で
の
本
国
体
の
実
施

鵬
諒
は
個
人
順
位
で
も
栗
田
を
破
な
意
味
で
ポ
ル
ダ
リ
ン
グ
ヘ
の
作
も
正
式
に
決
定
し
て
い
る
。
開
催

り
一
位
で
あ
っ
た
。
ポ
ル
ダ
リ
ン
戦
は
功
を
奏
し
た
（
も
し
チ
ー
ム
地
と
し
て
大
町
市
が
手
を
挙
げ
、

グ
の
第
三
課
題
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
成
績
結
果
が
同
じ
場
合
は
上
位
の
踵
山
脇
も
賛
川
し
て
い
る
が
、
ま

で
、
ト
ラ
イ
し
た
全
二
十
選
手
巾
成
績
を
有
す
る
者
が
所
在
す
る
チ
だ
正
式
決
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

（
成
女
と
少
女
は
同
一
セ
ッ
ト
）

－
ム
が
有
利
と
な
る
）
。

そ
う
は
言
っ
て
も
、
八
年
後
に
開

中
嶋
諒
だ
け
が
先
登
し
た
。
新
潟

催
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

の
梁
川
や
縞
井
の
臓
重
（
成
女
）

各
地
に
ジ
ム
が
作
ら
れ
、
ボ
ル
今
後
の
強
化
や
国
体
以
降
の
施
設

と
い
っ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
代
表
ダ
リ
ン
グ
の
練
習
環
境
は
か
な
り
利
用
の
事
も
鑑
み
、
で
き
る
こ
と

で
さ
え
、
完
登
ど
こ
ろ
か
ゾ
ー
ン
笹
っ
て
き
た
。
「
ち
ゃ
ん
め
ろ
ウ
な
ら
ば
国
際
大
会
が
開
催
可
能
な

に
も
達
し
得
な
か
っ
た
。
応
援
に
オ
ー
ル
」
の
改
修
で
、
リ
ー
ド
．
よ
》
っ
な
、
全
天
候
型
の
屋
内
施
設

行
っ
た
者
と
し
て
は
誠
に
捕
快
で
ポ
ル
ダ
リ
ン
グ
と
も
、
脚
体
競
技
の
早
期
完
成
が
待
た
れ
る
。

あ
っ
た
。
今
年
か
ら
ス
ポ
ー
ッ
ク
規
格
に
近
い
施
設
で
の
練
習
が
可

ラ
イ
ミ
ン
グ
の
順
位
決
定
方
式
が
能
に
な
っ
た
。
し
か
し
相
変
わ
ら

十
月
四
日
か
ら
第
七
十
四
回
国

国
際
ル
ー
ル
に
準
拠
す
る
よ
う
に
ず
高
さ
が
十
分
あ
る
リ
ー
ド
施
設
民
体
育
大
会
が
茨
城
県
鉾
田
巾
で

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
今
ま
で
の
順
が
少
な
く
、
ハ
ン
デ
と
な
っ
て
い
開
催
さ
れ
る
。
競
技
の
名
称
も

位
加
算
方
式
か
ら
乗
算
方
式
に
変
る
。
二
○
二
○
束
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
「
山
岳
」
か
ら
「
ス
ポ
ー
ッ
ク
ラ

位
加
算
方
式
か
ら
乗
算
方
式
に
変
る
ｃ
二
○
二
○
束
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ｌ

ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
■
■

し
み
な
気
持
ち
の
方
が
大
き
か
っ
ず
、
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
し
た

北
信
越
国
民
体
育
大
会
に

た
で
す
。

が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
索
哨
ら
し
い

出
場
し
て

一
日
目
の
ポ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
登
り
を
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
三

で
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
監
督
、
観
位
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

川
鴫
す
ず
菜

客
の
方
の
声
援
の
お
か
げ
で
自
分
総
合
成
続
は
二
位
と
い
う
結
果
で
、

私
は
、
石
川
県
の
金
沢
市
で
行
も
最
高
の
登
り
を
す
る
事
が
で
き
、
本
国
体
に
出
場
で
き
る
こ
と
に
な

わ
れ
た
北
信
越
国
民
体
育
大
会
に
見
事
一
位
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
り
ま
し
た
。

出
場
し
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。
嬉
し
い
気
持
ち
と
感

今
ま
で
Ｈ
標
に
し
て
い
た
本
圃

昨
年
は
三
位
と
い
う
悔
し
い
結
謝
の
気
持
ち
で
い
つ
ぱ
い
に
な
り
、
体
に
出
ら
れ
た
の
は
た
く
さ
ん
の

果
だ
っ
た
の
で
、
今
年
は
絶
対
に
そ
れ
と
同
時
に
自
分
が
強
く
な
っ
人
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

本
国
体
に
行
こ
う
と
い
う
思
い
で
た
と
い
う
自
信
も
得
る
こ
と
が
で

こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を

大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
大
会
の
会
き
ま
し
た
。

忘
れ
ず
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
一
緒
に

場
に
着
い
た
時
、
不
思
議
と
緊
張

二
Ⅱ
Ｈ
の
リ
ー
ド
競
技
で
は
、

本
国
体
に
向
け
て
練
粁
を
通
帳
っ

は
あ
ま
り
な
く
、
緊
張
よ
り
も
楽
ｎ
分
は
あ
ま
り
良
い
登
り
が
で
き
て
い
き
た
い
で
す
。

`Ｆ■

１
１
Ⅲ
！

Ｊ
ｈ
Ｆ
Ｌ
１
／
ｈ
Ｊ
ｒ
、
ノ
０
、
ｒ
、
ノ
Ｌ
Ｊ
ｒ
ｈ
ｊ
ｒ
、
〃
、
Ⅱ
ｒ
、
Ｊ
ｒ
Ｌ

丑
轤

イ
ミ
ン
グ
」
と
変
災
さ
れ
る
。
成

男
は
橋
譜
慌
督
の
指
導
の
も
と
、

今
年
こ
そ
は
と
入
賞
を
狙
う
。
山

ｕ
大
会
以
来
八
年
ぶ
り
と
、
久
し

ぶ
り
出
場
の
少
女
は
中
嶋
監
督
の

指
導
で
、
北
信
越
突
破
の
勢
い
に

乗
り
、
本
圃
体
で
の
予
選
突
破
を

計
る
。
惜
し
く
も
山
場
を
逃
が
し

た
成
女
と
少
男
、
そ
し
て
ト
レ
１

ナ
ー
、
更
に
は
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
協
会
の
方
々
の
後
押
し
を
受

け
て
、
〃
長
野
県
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

チ
ー
ム
“
と
し
て
完
登
を
目
指
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お

随
い
す
る
。
割
合
近
い
関
東
で
の

開
催
だ
。
長
野
国
体
へ
の
意
識
向

上
の
目
的
も
あ
る
。
是
非
応
援
に

駆
け
つ
け
て
ほ
し
い
。

￣

;&露ｒ
■

`'1１

…

船
Ｐ

i慶藍、

ｉ
ｌ
く
～
、
‐
ｌ
く
！
…

籔洲
Ⅱ

蕊鑿蕊

《
］
①
口
数

〈
＊
加
盟
団
体

〉
一
，
三
千
円
で
一
ｕ
以
上
一

一
＊
Ⅲ
人

一②鵬川忙干川で一川以ｋ一
一
＊
あ
づ
み
膣
業
協
同
組
合
》

）
小
倉
支
所

已銅幟岼Ⅲ鮓劉０一
一
代
表
松
旧
大
｝

一③川峨州唄卯湘繩脇蝋乢一

三④肋軸艸詐鐸繍いできれ―
長野県山岳協会一

一
Ｉ
～
ｉ
ｉ
ｉ
～
ｉ
…
！

ニベ一Ｊ ＝Ｊへ一旦､〆、 エ丙 ､

国
体
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
競
技
選
手
団
へ

の
支
援
の
お
願
い

ｒ
、
Ｉ
Ｆ
、
０
グ
巴
印
Ｊ
□
ｈ
１
ｊ
Ｐ
ｒ
Ｌ
Ｉ
ｐ
ｆ
、
Ⅱ
グ
ｑ
１
Ｊ
Ｌ
１
ノ
汀
ダ
ｒ
田
Ⅱ
夕
匹
■
Ⅱ
副
ｑ
Ｉ
ｌ
０
、
ノ
Ⅱ
Ｌ
ｊ
－
Ｊ
Ｆ
卍
Ｊ
■

上
記
茨
城
大
会
が
「
翔
べ

羽
ば
た
け
そ
し
て
未
来
へ
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、

十
月
阿
日
か
ら
開
催
さ
れ
ま

す
。
選
手
強
化
、
本
大
会
瀧

備
に
多
大
な
努
力
と
識
川
が

か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
国
体

選
手
川
へ
の
カ
ン
パ
を
憐
様

に
お
願
い
致
し
ま
す
。

已〆Ⅱ ヒユ「、ヱヘゴ、_〆円､＝ ゴベーゲＬ 白巴保 ､ 、Ｊョ込み面 ユョ ﾐヨ 』 ＦＬＪ
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|長野県山岳協会業務短信 |今後の予定

【７月】☆７日東北僧支部・夏|｣｣登''１教宝

（虫倉山１８名参力Ⅱ）

☆ｌｌＩＩ諏訪支部紳事会③

☆17｢’’１１信叉部幹事会②

☆211｜諏訪支部・夏１１１登'１１教室

（犬狗后２８名参加）

☆21[１伊那支部。夏11｣登'11教室

（宮１１|村人工確８f’'1参加）

☆27L|～281」第40回化信越国体（石川県）

（＃!『木会長・松H｣・ｲﾉIE(｢1）

☆３１１１ジュニア識１１|教室②

（高瀬渓谷１１名参力'１）

【９月】☆2011～21日中偏地|X新人体育大会

（美ケ原）

☆27｢1～28日南信地区新人体育大会

（網笠岳。西岳）

☆2811～29日第33回長|｣I脇キャンプｉｎ

小111111

☆291｜諏訪支部。清掃登11」

【10月】☆４１|～６日国腿体育大会（茨城）

☆l2Fl～13日北(i;〒地'五新人体育大会

（高変[11）

☆１５｢１節３１ｊ１Ｉ理ﾘﾄﾞ会

☆181」諏訪支部交流会

☆1911～20日第３回ジュニア登山教室

☆26日帯登り研修会

☆271｜スポーツクライミング1iﾙ修会

☆2711ｲﾌﾞ}邪支部。秋111交流会

－９

【８月】☆２日～６日全[１１高等学校体育大会

☆３Ｆ１１ｌ１信支部・夏１１｣登''１教室（人['１１連

動公園人１２壁２７名参lⅢ）

☆,１１Ｉ諏訪文部。「ふるさとの山を識ろ

う」（下諏訪ニツI｣’１３名参加）

☆l8Llちゃんめろウォール錬成

☆20F’第２Ｍ理ﾖﾄﾞ会

☆28F１束｣Ｍ１支部幹事会③

【11月】☆２１１～４Ｒスポーツクライミング指導

員養成講濁

☆９日｜｣1岳総合センター創立50周年記念

式典、講滅会

☆９１１～１０日日ＩｌＩ協｢|然保護委員会総会

（宮城県金蛎Ll1）

☆1２１１（〕}邪支部幹事会③

【９月】☆５１｜諏訪支部iiif事会③

☆５日～６１」東|i;地区新人体育入会

（東電ノ登''１.水ノ塔lll・浅間''１）

☆１０日伊DII支部幹事会②

☆13Ｒやまなみ234号発行 【12月】☆１０日やまなみ235号発行
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槍ケ岳肩槍ヶ岳山荘南岳南岳小屋
直通ＯＳＯ－４Ｓ２４－Ｓ４４Ｓ直通ＯｇＯ－２Ｓ４１－１ｇｌｌ

槍沢槍沢ロッチアルプス釧座大天丼ﾋｭｯﾃ
直通ＯｇＯ－１４０１－アＢＳ４直通○つＲａ－ＳＳ－ＰＢクら

お問合せは…e390-0813松本市埋橋1丁目7の2槍ケ岳山荘事務所TEL(0263)35-7200.FAx35-0637

槍ケ岳肩轤ヶ岳山荘南岳南岳小屋
直通ＯＳＯ－２Ｓ４１－･iｇｌｌ直通ＯＳＯ－４Ｓ２４－Ｓ４４Ｓ

槍沢槍沢ロッヂアルプスi'1座大天丼ﾋｭｯﾃ
直通Ｏ２ＳＳ－ＳＳ－２Ｂ２Ｓ直通ＯＳＯ－１４０１－７ＳＳ４

お問合せは…e390-0813松本市埋橋1丁目7の2槍ケ岳山荘事務所TEL(0263)35-7200.FAx35-0637
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東北信支部

参加
人数

１h行
形態

感想など山岳会 11J１１１ '１１域／１１｣名

天候に恵まれる巾、他山域とは異なる静かな111行を楽しん
だ。水の確保に腐心したが、それぞれの小屋が岳人に愛さ
れていることを強く感じた。

木鞠駒ケ岳か
ら越百１１１

縦走８月１０日～l３ＬＩＧＤＭ ８

常念岳､蝶ケ|周ｌＭｌ岳縦走
小[:lj、ガスのIIJだったが、宙鳥の親子に会えた。７月７日 回

時折|次ぐ風はとても冷たく、１１々の暑さを忘れ、篭繁を楽
しむ.4｢ができた。

７１]281」 稲子岳南壁 盗瀦 ９ホヮイ｝、

バーチ

長野 裂剣、池ｖｌｌｌ
～黒部ダム

池､|zll｣から袈jill岳、三ノ窓雪渓など、架Ⅱ肯らしい眺めだっ
た。

７Ｈ２９Ｌ１～3１１１ 周回 ４

Ｍ9F'~'''１|Ｗﾂ'峰～ 登殿 天気に恵まれ、索IIl1iらしい眺めと綴鑿を楽しめた。、

希中信支部

山
形
識

’■￣

《-J．

態

鍵

参
人 加

数
山岳会’！！］｜ョ19］｜ョill域／lllf1 感想など

今ｲﾄﾞのドロミテは天気が腰<、ほぼ毎[|夕立があり、｜|標

６鮴旦翻鯛蝋繍霊鱗,総劇唱８)］１日～1５１１ ドロミテ

若手の成長が楽しみだ。

奥又'二1池から!！;前にルーファイをしたが、結局壁の'１'に入
るとイメージとだいぶ違って、時'１１１をかけながらルートを

iiii穂高1刷り色

根４峰ili面壁
松高ルート ２１灘軽鰄illl:i鱗;?鱸臓１，勢、雛８月９日～1０１１８月９日～1０１１ 蔽鍛

ＣＭＣ

本チャンという内容だった。それでも、天候にも恵まれ、
久しぶりの山で、IIJjl人的にはとても満1奥できた。

計ｌ１ｌｉｉでは北又谷源流を登り栂海新道で親不知登Illll迄だっ
たが、台風の天候と諸Lli:情で黒岩谷経｢hでド1｣｣した。完全
遡行を目標にしていたので、残念だった。沢の楽しさ、厳
しさを`!ｒ:ばせてもらった。

照雄川北又芥
木谷～黒岩谷

８Ｈ１２口～１５１’ 沢奄り ２

8ﾉ]16日～１８１１｜槍ケ岳[)Ei稜｜藤蕊’２お術休みに、槍ケ岳のlJLi稜を篭ってきた、

諏訪支部
ＰＧ

Ⅲ
ｕ
〉
ソ
ノ

．
Ｉ

”￣■

釧ｉＪ

態
参加
人数

''１岳会１０］日111域／111稲 感想など

秋の2711の沢に向けて、３人で行ってきた。雨を党`橋の計
画だったが殆ど降られる事もなく、ナメ滝の素晴らしさに
声を上げ、釣果もあり、焚火も楽しめた。

奥志賀の雑(q
lll外川沢

７Ｈ１311～１４１’ 沢誉り ｑ
し

おりしも台風６号iil[撃予報のIIJ、当初予定していた尾瀬北
I岐沢の代案ルートだった。結果的には、少なからず雨に降
られたものの、時折晴れ間ものぞく天気であり、リスクが
ある中で鍛良の選択をしたリーダーの1(11断力を私も学んで
行きたいと思った。

奥秩父後l｣|川

三条沢塩沢
三条の湯油

７月２７Ｒ～2811 沢登り ６

滝谷出会いから四尾根を目指したが、雄滝手前の雪渓の状
態が悪く苦戦。雄滝上からもびっしりと雪渓が続き、ルー
ト状況、所要時間の見通しが立たないため、今川は潔〈諦
め、錫杖展に転進。左方カンテの本当の最終点に立った。

アルパイ

ンクライ

ミング、
マルチピ

ッチ

北穂ir?}岳滝谷
遡上から錫杖
岳へ転進

８ノ］２日～４１１ Ｉ
諏訪山岳会

初Ⅱ室堂～熊の岩、２１１目劔岳八ツ峰主稜上半～本峰、３
１」’1北〃稜線～真砂沢ロッジ、４１－１目内蔵助平経由黒部ダ
ム下山。お盆休みを利J1]して６人で劔岳に行ってきた。天
気にも忠まれ、暑かったけれど夏の鋤を満喫した。

アルパ「

ンクライ

ミング

劔岳ハツ峰14
,陵上半縦走

８１］１１１１～Ｍ［１ ６

ゴーロ`|M;をしばらく進むと'二1の前に２段10メートルの滝か
現れた。滝の右側に目を移すと残耀のハーケンが。先ずは
リーダーが中間支点を確保しながら危なげな<篭りきる。
次にフォローの私も何とかよじ登る。滝の_上には見事なナ
メ器が広がっていた。

…u-l`Ⅲ|織妙蕊‘
安達太良山

ｲT筵川（いし
むしろがわ）

８jjl4l1～1５１１ 沢登り’２

I｣１．岳会 11J］’１ １１１域／１１｣名
''１行
形

参加
人数

感想など

ＧＤＭ ８月10日～131:Ｉ
木鞠駒ケ岳か
ら越百１１１

縦走 ８

天候に恵まれる巾、他111域とは異なる静かな111行を楽しん
だ。水の確保に腐心したが、それぞれの小屋が岳人に愛さ
れていることを強く感じた。

ホヮイト

バ_チ

長野

７月７日

7ﾉJ281」

7H29LI～3１１１

8)L]９Ｒ～11111

常念岳、蝶ケ
岳縦走

稲子岳南壁

裂剣、池Vzlll
～黒部ダム

剣岳ハツ峰～
[11項

),H１１１Ｉｌ

懸鍛

周回

登繁

’
０

０

小[:lj、ガスの'|］だったが、宙烏の親子に会えた。

時折吹く風はとても冷たく、１１々の暑さを忘れ、驚繁を楽
しむ事ができた。

池平|｣｣から袈jill岳、ニノ窓雪渓など、架Ⅱ肯らしい眺めだつ
た。

天気に恵まれ、素１１/iらしい眺めと登鑿を楽しめた。

''１岳会 10］日 111域／111名
|｣」行
)|彦態

参加
人数

感想など

諏訪山岳会

7)｣13}1～1４１１

７月27Ｒ～2811

８J１２１１～４１１

８ｊｊｌｌｌｌ～ル1１１

８ｊｊｌ４１]～1５１１

奥志賀の雑((（
111外川沢

奥秩父後lll川
三条沢塩沢
三条の湯泊

｣L穂高･岳滝谷
遡｣二から錫杖
岳へ転進

劔岳ハツ峰12
綾上半縦走

安達太良山
ｲT筵川（いし

むしろがわ）

沢登り

沢登り

アルパイ

ンクライ

ミング、
マルチビ

ソチ

アルパ「

ンクライ

ﾐﾝｸﾞ

沢登り

３

３

４

６

２

秋の２７｢|の沢に向けて、３人で行ってきた。雨を党`橋の計
画だったが殆ど降られる事もなく、ナメ滝の素晴らしさに
声を｣己げ、釣果もあり、焚火も楽しめた。

おりしも台風６号直撃予報のIIT、当初予定していた尾瀬二|上
I岐沢の代案ルートだった。結果的には、少なからず雨に降
られたものの、時折晴れ間ものぞく天気であり、リスクが
ある中で最良の選択をしたリーダーの､|(11断力を私も学んで
行きたいと思った。

滝谷出会いから四1置根を目指したが、雄滝手前の雪渓の状
態が悪く苦戦。雄滝上からもびっしりと雪渓が続き、ルー
ト状況、所要時間の見通しが立たないため、今lhlは潔〈諦
め、錫杖儒に転進。左方カンテの本当の最終点に立った。

初||室堂～熊の岩、２１１目劔岳八ツ峰主稜上半～本峰、３
１=111北方稜線～真砂沢ロッジ、４１－１目内蔵助平経由黒部ダ
ム下山。お盆休みを利n]して６人で劔岳に行ってきた。天
気にもXL(まれ、暑かったけれど夏の鋤を満喫した。

ゴーロイ||;をしばらく進むと'二1の前に２段10メートルの滝が
現れた。滝の右側に目を移すと残置のハーケンが。先ずは
リーダーが中間支点を雌･保しながら危なげな<篭りきる。
次にフォローの私も何とかよじ登る。滝の_上には見事なナ
〆岩が広がっていた。

llj岳会 !！］｜ヨ ''１域／111肴
１１１行
形態

参力|｜
人数

A茂 想などｊｕ二｣､

ＣＭＣ

８)１１日～1511

８月９日～１０｢Ｉ

８｝112口～1511

８ﾉ]16日～1８１１

ドロミテ

前穂高1門北1;邑
根４峰ilﾐ面嘘
松I葛ルート

黒薙111北又芥

木谷～黒岩谷

槍ケ岳[)Ｂｉ稜

蕊

職繋

沢奄り

蔽蕊

６

２

２

２

今ｲ1：のドロミテは天気が悪く、ほぼ毎[|夕立があり、１１標
としていた長いルートは諦めざるを得なかったが、各｢1目
標のルートに登れた。天気が悪い''二I、ほぼ計画どおりと、
若手の成長が楽しみだ。

奥又'二1池から'|;前にルーファイをしたが、結局壁の'１'に入
るとイメージとだいぶ違って、時ｌｌｌｊをかけながらルートを
さがした。特に序盤は岩というより草付きで、分かりづら
かった。全体的に脆かったり、草付きだったりで、これぞ
本チャンという内容だった。それでも、天候にも恵まれ、
久しぶりの山で、１M人的にはとても満喫できた。

計IHjiでは｣上又谷源流を登り栂海新道で親不知登山'１迄だっ
たが、台風の天候と諸Lli:情で黒岩谷経[|]で下山した。完全
遡行をEI標にしていたので、残念だった。沢の楽しさ、厳
しさを`!}`:ばせてもらった。

お術休みに、槍ケ岳の11W稜を造ってきた。
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伊那支部

111行
形態

参加
人数

山岳会 期Ｈ [１１域／山f'１ 感想など

)jIIlはなだらかな１１１、鳥海山は高低差もあり登りがいのあ
る山。どちらの111もｲﾋﾞの種類も多く、とても綺麗だった。

伊耶山の会 ７月２１日～2４１１ 月''１，．IRB海111 縦人膣

■
⑭

卜勝迎|峰を原始ケ原からオプタテシケ山まで避難小屋泊で
縦走した。良い天気に恵まれ、展望を楽しみ、雌盛期の高
''１植物の花を楽しむ,橇ができた。メンバーの都合により実
際に１１１に入ったのは２名だけとなったが、予定通りに歩く
,|;が'1}来た。卜勝連111鶴は大勢の登山者で賑わっていて旭岳
まで（その逆も）縦走するパーティー、個人も大勢いた。

７月７Ｈ～１１Ｆ 十勝連峰｜縦走 。

飯}Ⅱ山屈会

昨年来の懸案であった計lIhiが今年は天気にも恵まれ実行で
き、それぞれの'1標を達成することができた。今年の奥は
irlj山でもI1Il1は1｣射しが強く、Ｉ･分な脈眠や休憩、水分補
給等による１１射病対･策が必要であった。

８月４卜1～６１１１日|朧二'１１ 縦走

Ｑ
Ｌ

ＧＤＭ越百岳が近づいた
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山岳会 期Ｈ １１１域／山f'１
１１１行
形

参力Ⅱ
人数

想など

け}邪Illの会 7ｊｊ２１日～2411 月''1、、ＩＲｌｊ海Ｉｌｌ 縦入進 ５
jjIIlはなだらかな１１１、鳥海I|｣は高低差もあり登りがいのあ
る111゜どちらの111も花の種類も多く、とても綺麗だった。

飯}Ⅱ山屈会

７月７Ｈ～11Ｈ

８月４卜1～６１］

十勝連峰

臼|朧二'１１

縦走

縦走

４

３

|･勝連峰を原始ケ原からオプタテンケ山まで避難小屋泊で
縦走した。良い天気に恵まれ、展望を楽しみ、妓盛期の高
||ﾄ植物の花を楽しむ事ができた。メンバーの都合により実
際に１１１に入ったのは２名だけとなったが、予定通りに歩く
,|;が'1}来た。｜一勝連111鶴は大勢の登１１１者で賑わっていて旭岳
まで（その逆も）縦走するパーティー、個人も大勢いた。

昨年来の懸案であった計lIliiが今年は天気にも恵まれ実行で
き、それぞれの'1標を達成することができた。今年の奥は
irljlllでもI1Il1は1｣射しが強く、}分な脈眠や休憩、水分補
給等による１１射病対･策が必要であった。
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似色好司匡冤＝豆丙一＝

－鹿野
■

⑭

巻冒地郎なアク色と夕がｉｊｉ』よたのにたライ組こす場次フ沢を過
きし図尾さ夜ウでのは１爆夜ら・超ツ目イルみるのに即うかり’九ご
始てを根らを夕大ス判でＩＩＥかぬこ快エはをで立でか。尾イらき川し
めい侍のに迎｜苫夕つのでら暖の適ル立被弓’て閃と今根を戻起のた
たるたル、えとしツプこ搾翌のか組な卜派せつ下き缶晩か被るこ劔・
下･なＩこてうたうが轍!'ﾘ｜波なみ空をなて張部、ビもらつわし岳
山そい卜のはうも（、がをれ空合間敷テみりを試｜悲頂てけたで
路のと図山いイのツそ快迎も１１Ｍわがいンたアスしルし上就にがも
でたいは行なににクの適えあもせ出て卜とウりにをいを寝は、|司
道めう持でいよ交に後でたり作は来土にこタンポ空夜踏･いさじ
迷ガ矢つは。ろ換マはあ゜、り思上間･ろ｜グ｜けをみ翌かす闘
いス態允源快しジ塵るア全出いが付内、と、ルた過テ日ずが連
をカゴもが次週、ツうこウ員しもつき部見フザをとどン源、剣い

、 、

「￣
■

大
町
山
の
会
西
田

均

胃
し
て
い
る
。
一
四
月
は
一
服
剣

の
頂
上
か
ら
の
下
り
で
段
々
草
が

濃
く
な
り
、
キ
ジ
場
ら
し
き
臭
い

に
、
下
山
路
を
間
違
え
て
い
る
ら

し
い
こ
と
は
分
か
っ
た
が
、
ど
こ

で
間
違
え
た
の
か
は
理
解
で
き
な

い
ま
ま
登
り
返
す
。
一
服
剣
の
頂

上
か
ら
は
一
八
○
度
近
く
右
手
に

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
剣
山

荘
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
野
営
場
へ

の
分
岐
点
を
見
逃
し
、
分
岐
点
を

求
め
な
が
ら
か
な
り
自
信
が
無
く

な
っ
た
こ
ろ
対
向
者
が
現
れ
、
恥

ず
か
し
な
が
ら
分
岐
点
を
と
う
に

辿
り
越
し
て
い
る
こ
と
を
教
え
て

も
ら
い
、
元
来
た
道
を
戻
る
羽
川

に
。
分
岐
点
は
紺
の
勝
り
減
り
方

で
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
が
、

標
識
は
わ
ず
か
に
進
ん
だ
霧
の
中

か
ら
現
れ
た
。
岩
山
で
踏
み
跡
が

判
別
し
に
く
い
こ
と
も
一
因
だ
っ

た
が
、
地
図
を
持
た
な
か
っ
た
こ

と
が
最
大
の
原
因
で
あ
る
。

さ
て
最
近
な
ら
で
は
の
失
敗
。

昨
年
の
チ
ベ
ッ
ト
．
シ
ユ
ェ
ラ
プ

カ
ン
リ
登
山
で
は
前
夜
ま
で
使
え

て
い
た
永
年
愛
川
の
ヘ
ッ
ド
ラ
ン

プ
が
最
後
の
町
で
何
と
し
て
も
点

灯
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
昔

が￣

中の湯温
奥穂高。前穂高を全挑

できる湯けむり館

平成10年安房峠中腹に移転。

夏は焼岳登山、冬は上高地の

スノートレッキングの基地として

満喫して下さい。

スノーシュー。ＸＣスキーレンタル有

ｆ二ｓ

愚i9J医ｊ

蕊 蝦
■

鰄灘
五

〒390-1516

長野県松本市安曇中の湯

TＥＬＯ２６３－９５－２４０７

ＦＡＸＯ２６３－９５－２５１４

XT
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の
も
の
で
あ
れ
ば
接
点
の
錆
な
ど

で
傷
み
具
合
を
知
っ
た
り
コ
ー
ド

を
誤
魔
化
し
て
点
灯
す
る
こ
と
も

で
き
る
が
、
プ
リ
ン
ト
配
線
で
は

手
も
足
も
川
な
い
。
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
く
ら
い
ま
で
は
モ
バ
イ
ル
バ

ッ
テ
リ
ー
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
で
も

良
い
が
、
そ
の
先
に
は
不
安
が
残

る
。
迷
い
な
が
ら
も
最
終
的
に
予

備
を
持
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を

悔
や
み
つ
つ
、
認
Ⅲ
Ｋ
隊
員
か
ら

予
備
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
借
川
す
る

こ
と
で
解
決
。
も
ち
ろ
ん
帰
国
後

に
感
謝
を
込
め
て
新
し
い
ヘ
ッ
ド

ラ
ン
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。

川
本
の
山
で
術
に
ヘ
ッ
ド
ラ
ン

プ
の
ス
ペ
ア
を
持
ち
歩
く
の
は
現

実
的
で
は
な
い
。
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ

な
ど
、
機
器
類
に
あ
ま
り
愛
着
を

持
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
伽
だ

ろ
う
。

登山。クライミング・キャンプ

カヌー。テレマーク。山スキー

槍・穂高に乾杯

一勺

鼠
』

垂３

〆

】一
コ
１
－

－

出』ヅ
‐エ

例凶

ブンリン山とスキー専門店

松本市中央２丁目７の1４

ＴＥＬ＆ＦＡＸＯ２６３－３３－３６３３

営業時間１０:00～19:3０（日曜祝日１０:00～18:30）
松本ﾂﾞﾄﾞ務所／松本lIj沢村１１１１８〒3900877nilO26333-9(ｌ５８

１ｈのしおり進呈（送料水煙）’１１小屋'１１〔通’１M09014303328
定休日：水曜日

７'1-1潟;『電製ｉｉ企アルノ
何国口

中部山岳国立公園一北アルプス

爺ケ岳(2669m)＆鹿島槍ｹ岳 (2889ｍ）

｢雪;|]]五jEjj｣Ｕ鴎批戯北アルプス入門コースベストワン

■ L
柏原新道で手に入れる大パノラマ

￣－

１－～雛副職00艇2:00Ｉ
胃

■
閂

Z:００
新越llj！'；Ni池１Ｍ]：冷池11｣$［

黄
国imB O:００

ムーム＝
Mｎケ昂五iilllji

＄
と

TＢｇ－１
バ行晩

､３６

U皿lniiTiiB1l蔀ihiUElnip新越山荘一種池山荘一冷池山荘

鞭､他鱈趨笏弓植ｼﾞｸﾞ艤i諺i震計･施工
ホールド販売etc・お気軽の御相識<猶ざ川

連絡先大町市平借馬5328拍原一正

TＨＯ２６１－２２－１２６３

登山。クライミング・キャンプ

カヌー。テレマーク゜山スキー

山とｽｷｰ専門店ブンリン
松本市中央２丁目７の1４

ＴＥＬ＆ＦＡＸＯ２６３－３３－３６３３

営業時間１０:00～19:3０（日llmH祝日１０:00～18:30）

定休日：水曜日

槍・穂高に乾杯

松本'||:務所／松本llj沢村１１１１８〒3900877nilO26333-9(158

lllのしおり進呈（送料水煙）１１１小屋IlI〔通,lMO9014303328

－中部山岳国立公園一北アルプス

爺ケ岳(2669m〕＆露烏槍ｹ岳(2839m）
北アルプス入門コースベストワン！

柏原新道で手に入れる大パノラマ！

新越１１１｛l；Ni池111ｨl：冷池IlI${Ｐ

新越山荘一種池山荘一冷池山荘

連絡先大町市平借馬5328拍原一正

T[LＯ２６１－２２－１２６３
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2019年度長野県山岳協会下半期計画

1１膳 1２膳 １臆 ２脂 ３臆1０脂

■■’

日|指導者研修会（冬山）
土ｉ 火 金 水

ロ
臣

スポーツクライミ
ング指導員養成

木水 士 眉 層２

■
里 山のセミナー

スポーツクライミ
ング指導員養成

目 木 火 全 火尼

■
■

伊那支部定期総
会

スポーツクライミ

ング指導員養成
水 火４ 金 月 ± 水茨城国･体

火 木 水 木士５ 茨城国体

国
璽

諏訪支部幹事会
④

諏訪支部定期総
会

水 木日 茨城国体 金 眉 金

回国一

積雪期基礎講琶
会

リードジャパン

カップ・加須
士７ 膳 木 火 金 ±

ボノレダリンク'･ジャ
パンヵップ
識雪】綱墾二J蒜lihY習会

リードジャパン
カップ・加須

火 金 水目 ±

国
亘 国

■

鑪鍵繍穏
ボルク｢リンクＥノャ

バンプコップ
積雪】岨基il楚訓習言会

目 水 士 木眉 周 屑

「刃
日山協自然保護
委員総会（宮城）

やまなみ235号
発行

やまなみ236号
発行

1０ 木 火 金 火

自
国

尼

中信支部幹事会
③

日山脇・新書懇
談会

東北信支部定期鰐会
中信支部定期総会

水 士1１ 全 層 水火

北信地区新人体育大会
安全登山･大阪

北信地区新人体育大会
安全登山・大阪

伊那支部幹事会
③

1２ 火 木士 水 木

回国一

水 全1３ 国 臆 木 金

闘反部，雪上諭訓蔦
蛙登山ｻﾃﾗｲﾄｾﾐﾅｰ

氷雪技術常任研
修

氷雪技術常任研
(彦

1４ 層 安全登山・大阪 木 士 火 金 士

伊那支部・雪上
技術訓練

ジュニア情報交換会
氷雪技術研修会

･伊那支部冬山交
流会

1５ 火 全 水第３回理事会 ±園

国
璽

水 士1６ 月 木

国
亘

眉

木1７ 目 火 金第４回理事会 眉 火 第６回理事会

1８ 全 ７ｋ諏訪支部交流会 臆 土 火|第５回理事会 水

ジュニア豈止山教
室③

1９ 士 火 木 水目 木

ジュニア登山教
室③

７ｋEKO 金
■
二

原 木 金

iV雪才I塗〕塞引友クライ
ミンクノ.§i塾ﾆﾖﾆ;I伝
藏ｲ交i墾冒j友ｶﾛﾆ更

罹奇;陵辺勤友クライ
ミング・ﾖ墾盲】ｴｲ征
禧巧ｲ交う理』友カロラ垣

2１ 眉 木 士 火 金 士「｡

スピードジャパンカッブ
安全登山上級

火唖 金 園 水 十 冒

ｽﾋﾟｰﾄﾞｼﾞｬﾊﾞﾝｶｯﾌﾞ
安全登山上級

鴎 水 士 層 木 自 層

2４ 木 火 金

■
室 レスキュー±合 月 火

東北信支部幹事
会④

澱 全 月 水 士 火レスキュー±合 水

岩登り研修会
ｌＦＳＣＬｅａｄＷＣ印西

（～27日）

自然保護研修
レスキュー土合

士蹄 火 木 水目 木

会
グ
会

流
ン
大

交
ミ
術

山
イ
技

秋
ラ
華

・
ク
登

部
シ
／

一
文
一
《
室

熱
孵勘 水 金

国
皀

眉 木 金

オリンピック予選
（トゥールーズ）

躯 鷹 木 士 火 金 士

オリンピック予選
（トゥールーズ）

鰯 火 金 水

■
二 ± 指導委員会総会

■
型

~~～オリンピック予選
（トゥールーズ）

810 水 士 臆 木 腸
～

～ ～～木3１ 火 金 火

中信支音B交流会 北･信越五県連絡協
議会

北信越ブロック研
修会（富山）

東北信支部冬山交
流会
全国理事長会

傭

考

日 1０月 1１月 1２月 １月 ２月 ３月

火 金

日

水 土 日
指導者研修会

(冬1上Ｉ）

２ 水 ±
スポーツクライミ

ング指導員養成
月 木 日 山のセミナー 月

３ 木 日
スポーツクライミ
ング指導員養成

火 金 月 火

４ 金 茨城国･体 月
スポーツクライミ
ング指導員養成

水 土 火 水
伊那支部)壷期総
会

５

土

茨城国体 火 木 日 水 木

６ 日 茨城国体 水 金 月 木
諏訪支部幹事会
④

金
諏訪支部定期総
会

７ 月 木 ± 火 金
積雪期基礎講習
会

土
リード

カップ
外|ﾌﾞパン

加須

８ 火 金 日 水 ±
>Ｋノレタ｢リンクゲニノャ

ﾉ〈ン力
;i賀雲?】狙

ツプ
遅皇1滝lWlF習会

Ｅ リードジャパン

カップ・加須

９ 水 土 鑪鍵i蟻１１鶏 月 木 日
オ（ノレクrリンク「

ノペンカップ
ラ勝i督曾j岨ﾖ垂if楚:Ni題言会

月

1０ 木 日
日山協自然保護
委員総会（宮城）

火
やまなみ235号
発行

金 月 火
やまなみ236号
発行

1１ 金 月 水
中信支部幹事会
③

土
日山協・新書懇
談会

火 水
東北信支部定期鰐会
中信支部定期総会

1２ ±
北信地区新人体育大会
安今登山･大iiil

火
伊那支部幹事会
③ 木 日 水 木

1３ 日
北信地区
安全登山

新人体育大会
,大阪

水 金 月 木 金

1４ 月 安全登山・大阪 木 土
厨ii]叉部，雪上諭鱸
鍵登山ｻﾃﾗｲﾄｾﾐﾅｰ

火 金 ±
氷雪技術常任研
修

1５ 火 第３回理事会 金 日
伊那支部・雪上
技術訓練

水 ±
ジュニア情報交換会
氷雪技術研修会

日
氷雪技術常任研
修

1６ 水 ± 月 木 日
,伊那支部冬山交
流会 月

1７ 木 日 火 第４回理事会 金 月 火 第６回理事会

1８ 金 諏訪支部交流会 月 水

土

火 第５回理事会 ﾌI〈

1９ ±
ジュニア豈止山教
室③

火 木 日 水 木

2０ 日
ジュニア登山教
室③

水 金 月 木 金

2１ 月 木 土
iV霊ｲ交〕墾引友クーライ
ミンクノ.§i塾ﾆﾖﾆ;I伝
藏｢ｲ交i墾冒j友刀【]三瓦

火 金 ±

2２ 火 金 日
雇奇;l交辺勤友クラィ
ミンク冒墾弓三`I伝
禧誘ｲ交ｺﾞﾑ聖｣友刀[】ﾗ輿

水 土
ｽﾋﾟｰﾄﾞジャパンカッブ
安全登山上瓢 |ヨ

2３ 水 ± 月 木

日 ｽﾋﾟｰﾄﾞｼﾞｬﾊﾞﾝｶｯﾌﾞ

安全萱
月

2４ 木 日 火 金 レスキューナ合 月 火

2５ 金 月 水
東北信支部幹事
会④

± レスキューナ合 火 水

2６ 土
宕童Ｕ研(彦会
ｌＦＳＣＬｅａｄＷＣ印西

(～27日）
火 木 日

自然保護研修
レスキュー土合

水 木

2７ 日 蕊蕊識護 水 金 月 木 金

2８ 月 木
オリンピック予選
(トゥールーズ）

± 火 金 ±

2９ 火 金
オリンピック予選
(トゥールーズ）

日 水 ± 指導委員会総会 日

3０ 水 土
オリンピック予選
(トゥールーズ）

月 木 月

3１ 木 火 金 火

備
考

中信支部交流会 北･信越五県連絡協
議会

北信越ブロック研
修会（富山）

東北信支部冬山交
流会
全国理事長会


